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調査概要 

1-1 調査の目的 

県民の移動実態を把握し、現状の公共交通の運行体系との比較を行うための基礎データを収集するこ

とを目的に、岡山県内全域を対象としたパーソントリップ調査を実施した。 

 

1-2 調査日 

・調査日は、荒天やイベント等を考慮し、前半と後半の２回に分け、市町村への聞き取りの結果、以

下のように設定した。 

【前半】（第１ロット） 

  平日：10 月 12 日（水） 休日：10 月 16 日（日） 

【後半】（第２ロット） 

  平日：10 月 19 日（水） 休日：10 月 23 日（日） 

 

1-3 必要サンプル数・配布世帯数の設定 

標本率の考え方 

・調査の精度は相対誤差によって検討する必要があるが、標本抽出率、相対誤差および集計カテゴリ

ー数に関する統計理論により導かれた関係式が下式であり、この式に、信頼度により定まる係数：

K、母集団総数：N、カテゴリー数：ZK を与えて、抽出率：r を確定する。 

・この時、ゾーン数：市区町村数から一部の市町村を集約する形で 26 ゾーン、目的数：１(全目的)、

手段数：２(私的交通、公共交通)として ZK を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要サンプル数・配布世帯数の試算 

・これを踏まえ、26 ゾーン間の２手段三角ＯＤ表の精度を確保するために必要なサンプル数及び配布

世帯数を試算すると 68 千票と試算した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※15 歳以上人口は、毎月流動人口調査（令和 3年 10 月 1日現在）に基づく 

 
 
ここで、 RSD(A) ：相対誤差（20%以下とする） 
 K ：信頼係数（1.96 とする） 
 N ：母集団の大きさ 

ここでは総トリップ数＝R2.10 月の 15 歳以上人口×平均移動回数 2.17 トリップ/日 
 ZK ：カテゴリー数（三角 OD 表：（ゾーン数×(ゾーン数+1)/2）×目的数×手段数） 
 r ：標本率 

※平均移動回数：全国 PT 調査より 

出典：総合都市交通体系調査の手引き(案)(国土交通省) 

N/r/)r1/()1zk(K)A(RSD 

表 必要サンプル数・配布世帯数の試算 

項目 試算値 備考 

ゾーン数   26   

カテゴリー数   702   

標本率 (a) 1.9%   

15 歳以上人口 (b) 1,581,103 毎月流動人口調査（令和 3 年 10 月 1 日現在）※

必要サンプル数 (c=a×ｂ） 30,428   

必要サンプル数改め (ｃ’) 30,500   

１世帯あたり調査対象者数 (ｄ） 3   

１世帯回収票数 (ｄ’) 1.82 広島 PT より 

回収率 (e) 25% 最近の事例より 

配布世帯数 (f=ｃ’/d’/e) 67,033   

配布世帯数改め (ｆ’） 68,000   
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1-4 調査対象者の抽出 

1-4-1 市区町村別抽出数 

・配布する 68,000 世帯は、市区町村の 15 歳以上人口比を基本に、配布数が少ない市町村では、性別、

年齢階層がまんべんなく回収できるように配布を多くする調整を行った。以下に設定した市町村別

の配布数を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 市町村別抽出数の設定値 

  

  

  

R2 国勢調査 

配布世帯数
（ｃ） 

世帯配布率
(ｄ=ｃ/ｂ） 

回収目標 
世帯数 

（e=ｃ×25％） 

回収目標 
サンプル数 

(f=e×1.8)

人口 
世帯数 
(b)   うち 15 歳以上 

(a) 

岡山市北区 314,523 261,992 155,323 10,980 7.1% 2,745 4,941

岡山市中区 149,232 125,295 65,547 5,200 7.9% 1,300 2,340

岡山市東区 93,108 80,754 37,471 3,300 8.8% 825 1,485

岡山市南区 167,828 142,476 69,279 5,900 8.5% 1,475 2,655

岡山市計 724,691 610,517 327,620 25,380 7.7% 6,345 11,421

倉敷市 474,592 375,453 199,082 15,800 7.9% 3,950 7,110

津山市 99,937 85,778 41,213 3,600 8.7% 900 1,620

玉野市 56,531 50,508 24,090 2,160 9.0% 540 972

笠岡市 46,088 40,068 18,466 1,700 9.2% 425 765

井原市 38,384 34,383 14,732 1,460 9.9% 365 657

総社市 69,030 58,573 27,110 2,500 9.2% 625 1,125

高梁市 29,072 26,168 12,886 1,160 9.0% 290 522

新見市 28,079 25,250 11,324 1,080 9.5% 270 486

備前市 32,320 29,138 13,486 1,240 9.2% 310 558

瀬戸内市 36,048 31,686 14,068 1,340 9.5% 335 603

赤磐市 42,661 36,644 16,439 1,560 9.5% 390 702

真庭市 42,725 37,748 15,845 1,600 10.1% 400 720

美作市 25,939 23,156 10,793 1,000 9.3% 250 450

浅口市 32,772 29,052 12,615 1,240 9.8% 310 558

和気町 13,623 12,325 5,296 620 11.7% 155 279

早島町 12,368 10,314 4,522 540 11.9% 135 243

里庄町 10,950 9,419 4,138 500 12.1% 125 225

矢掛町 13,414 11,933 5,000 600 12.0% 150 270

新庄村 813 714 331 100 30.2% 25 45

鏡野町 12,062 10,547 4,643 540 11.6% 135 243

勝央町 10,888 9,286 4,089 500 12.2% 125 225

奈義町 5,578 4,841 1,942 280 14.4% 70 126

西粟倉村 1,398 1,220 575 140 24.3% 35 63

久米南町 4,530 4,132 1,793 260 14.5% 65 117

美咲町 13,053 11,626 5,028 580 11.5% 145 261

吉備中央町 10,886 9,906 4,283 520 12.1% 130 234

合計 1,888,432 1,590,385 801,409 68,000 8.5% 17,000 30,600

注)抽出数設定の基礎データとした毎月流動人口調査（令和３年 10 月 1 日現在）は、居住人口のみで世帯数がないため、ここ

では R2 国勢調査を用いた 
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1-4-2 調査対象者の抽出方法 

・調査対象者の抽出は、以下の条件で抽出し、抽出された調査対象者の郵便番号、住所、氏名を記載

した宛名シールを提供するよう市町村に依頼した。 

抽出対象者 

・R4.8.1 現在で住民基本台帳に登録されている H19.4.1 以前に生まれた個人を対象とし、さらに以下

の留意事項を付記した。 

※世帯主であるか否かにかかわらず、個人を抽出 

※性別、年齢階層別に偏りが生じないように留意すること、調査票を 2回に分けて配布（第 1、

第２ロット）することから、ロット別にも偏りがないこと 

※ただし同一世帯から 2 名以上が抽出されることはないこと 

※抽出対象となる世帯人員が 3 名以上である必要はなく、単身世帯や二人世帯の方も抽出対象

とすること 

 

抽出方法 

・市町村の抽出システムに差異があり、抽出方法を指定すると、抽出できない市町村があるとのこと

から、抽出方法は、市町村のシステムに準じて抽出するよう依頼した。 
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1-5 調査物件の作成 

調査依頼文・記入例 

・調査依頼文・記入例は、Ａ４版４ページ（A３二つ折り）で作成した。以下に作成した調査依頼文・

記入例（第 1 ロット）を示す。 

【表面】 
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【裏面】 
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調査票 

・調査票は、Ａ３版両面印刷で作成した。以下に作成した調査票（第１ロット）を示す。 
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